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西
　
澤
　
正
　
樹

延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
琿
春
市
に
立
地
す
る
「
藍
宝

石
木
業
有
限
公
司
」
は
、
一
九
九
〇
年
に
王
列
氏
が

二
十
七
歳
で
大
連
市
金
州
区
に
て
創
業
し
た
「
大
連

三
和
家
庭
用
品
有
限
公
司
」
の
子
会
社
で
あ
る
。
王
氏

は
、
こ
れ
ま
で
二
十
三
年
間
一
貫
し
て
「
割
り
箸
」
の

生
産
に
携
わ
っ
て
き
た
。
中
国
か
ら
日
本
に
輸
出
さ
れ

る
割
り
箸
は
年
間
約
二
五
〇
億
膳
、
中
国
国
内
で
は
約

三
〇
〇
億
膳
が
消
費
さ
れ
る
1)
。

〇
八
年
、
当
社
は
琿
春
市
に
藍
宝
石
木
業
を
設
立
、

ロ
シ
ア
か
ら
二
次
原
材
料
を
輸
入
・
加
工
し
、
全
量
日

本
に
輸
出
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
し
て
い
る
。

　
　
中
国
で
ロ
シ
ア
と
日
本
を
繋
ぐ
　
～
藍
宝
石
木
業
有
限
公
司
～

「
国
際
中
堅
企
業
」
の
登
場

（24）

　
中
国
と
ロ
シ
ア
の
木
材
産
業
事
情

　
琿
春
・
藍
宝
石
木
業
の
事
業

現
在
、
当
社
が
割
り
箸
の
原
材
料
と
し
て
い
る
の

は
、
極
東
ロ
シ
ア
産
の
ア
ス
ペ
ン
（
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン

ポ
プ
ラ
：
ヤ
ナ
ギ
科
の
広
葉
樹
）
と
樺
で
あ
る
。
以

前
は
黒
龍
江
省
内
で
伐
採
し
た
原
木
を
調
達
し
大
連

市
で
割
り
箸
に
加
工
し
て
い
た
の
だ
が
、
中
央
政
府

は
黄
河
の
断
流
や
長
江
の
大
洪
水
な
ど
を
背
景
に
国

内
の
森
林
伐
採
・
耕
地
化
を
規
制
す
る
「
退
耕
還
林
」

政
策
等
を
打
ち
出
し
た
こ
と
か
ら
、
国
内
産
原
木
の

調
達
が
極
め
て
厳
し
い
状
況
と
な
っ
た
。

一
方
、
ロ
シ
ア
側
の
事
情
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
の
森
林
面
積
は
約
810
万
平
方
キ
ロ
（
日
本
の

国
土
約
38
万
平
方
キ
ロ
の
約
21
倍
）、
そ
し
て
、
中

国
の
森
林
面
積
は
約
200
万
平
方
キ
ロ
で
あ
る
。
ロ
シ

ア
の
森
林
面
積
、
森
林
蓄
積
は
そ
れ
ぞ
れ
世
界
の
約

20
％
、
25
％
と
さ
れ
る
2）
。
豊
富
な
森
林
資
源
を
保

有
す
る
ロ
シ
ア
は
、
こ
れ
ま
で
国
際
原
木
市
場
に
お

い
て
重
要
な
供
給
国
の
位
置
に
あ
っ
た
。
丸
太
の
輸

出
は
拡
大
し
て
い
く
も
の
の
、
ロ
シ
ア
国
内
の
木
材

加
工
業
の
発
展
は
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
木
材
加
工
製

品
を
輸
入
す
る
状
態
が
続
い
て
い
た
。

そ
こ
で
、
ロ
シ
ア
政
府
は
木
材
加
工
に
関
す
る
対
ロ

シ
ア
投
資
を
促
す
た
め
、
丸
太
の
輸
出
関
税
を
段
階
的

に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。
第
１
段
階
は
07
年
７
月

か
ら
輸
出
価
格
の
20
％
あ
る
い
は
１
立
方
メ
ー
ト
ル
当

た
り
10
ユ
ー
ロ
の
課
税
、
第
２
段
階
は
08
年
４
月
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
25
％
、
15
ユ
ー
ロ
、
第
３
段
階
は
09
年
１
月

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
80
％
、
50
ユ
ー
ロ
と
さ
れ
る
が
、
第
３

段
階
の
執
行
は
猶
予
さ
れ
て
い
る
3）
。
実
施
さ
れ
れ
ば

実
質
的
な
輸
出
禁
止
関
税
と
な
る
。

07
年
、
ロ
シ
ア
丸
太
の
輸
入
比
率
が
68.5
％
に
も
達
し

て
い
た
中
国
は
、
ロ
シ
ア
の
輸
出
関
税
の
上
昇
に
よ
っ

て
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。
ロ
シ
ア
材
の
三
大
輸
入
口

岸
は
内
蒙
古
自
治
区
満
州
里
、
二
連
浩
特
お
よ
び
黒
龍

江
省
綏
芬
河
で
あ
る
。
綏
芬
河
に
は
400
社
以
上
の
木
材

加
工
企
業
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
な
か
に
は
極
東
ロ
シ
ア

に
進
出
し
て
木
材
加
工
を
行
う
企
業
が
現
わ
れ
て
い
る
。

大
連
市
に
は
黒
龍
江
省
の
原
木
を
用
い
て
日
本
向

け
割
り
箸
の
生
産
あ
る
い
は
買
付
け
を
行
う
日
系
業

者
が
多
か
っ
た
が
、
中
国
産
原
木
に
よ
る
割
り
箸
生

産
・
輸
出
が
実
質
的
に
禁
止
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
多
く
は
撤
退
し
、
現
在
は
中
国
の
地
場
企
業
を

中
心
に
割
り
箸
事
業
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。

藍
宝
石
木
業
は
そ
う
し
た
地
場
企
業
の
一
社
で
あ
る
。

琿
春
輸
出
加
工
区
に
進
出
し
た
当
初
、
ロ
シ
ア
沿
海

州
か
ら
鉄
道
で
輸
入
さ
れ
る
丸
太
を
割
り
箸
に
加
工

し
て
い
た
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
が
07
年
か
ら
原
木
輸

出
関
税
を
引
き
上
げ
は
じ
め
た
こ
と
か
ら
、
現
在
、

当
社
が
技
術
指
導
し
た
ロ
シ
ア
企
業
か
ら
割
り
箸
半

製
品
を
輸
入
し
、
琿
春
工
場
で
仕
上
げ
加
工
・
検
査
・

梱
包
を
行
い
、
大
連
港
か
ら
日
本
に
輸
出
し
て
い
る
。

ロ
シ
ア
の
人
件
費
は
中
国
に
較
べ
高
い
が
現
地
に

は
原
材
料
が
あ
る
。
ま
た
、
高
関
税
の
原
料
丸
太
を

輸
入
す
る
よ
り
も
木
材
加
工
半
製
品
を
輸
入
す
る
方

が
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
は
安
い
。
ロ
シ
ア
企
業
は
米
ド

ル
を
求
め
て
い
る
。
対
ド
ル
円
高
基
調
は
日
本
企
業

の
輸
入
促
進
要
因
と
な
る
と
み
て
、
取
引
は
米
ド
ル

決
済
で
あ
る
。
対
ド
ル
元
高
方
向
に
あ
る
が
、
ほ

ぼ
固
定
相
場
に
あ
る
現
状
が
維
持
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。
当
社
の
前
年
の
売
上
高
は

約
四
、
〇
〇
〇
万
元
（
約
六
億
円
）
で
あ
っ
た
。

ロ
シ
ア
か
ら
輸
入
す
る
割
り
箸
半
製
品
は
、
曲
り
、

欠
損
、
節
な
ど
が
あ
る
不
良
品
が
約
10
％
含
ま
れ
る

の
で
全
量
を
手
作
業
で
選
別
を
行
う
。
次
に
中
国
製

設
備
で
表
面
切
削
、
面
取
り
、
規
定
サ
イ
ズ
へ
の
切
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1)
割
り
箸
に
関
す
る
環
境
問
題
論
争
に
つ
い
て
は
、
東
京
大
学
教

　
養
学
部
内
・
環
境
三
四
郎2006

年
度
割
り
箸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　    

　
「
割
り
箸
か
ら
み
た
環
境
問
題
」2006
年
が
詳
し
い
。

2)
亀
田
進
久
「
ロ
シ
ア
の
森
林
法
―
新
し
い
森
林
法
典
の
制
定
を

　
め
ぐ
っ
て
―
」
︵
﹃
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
﹄2008.10
︶

3)
封
安
全
「
ロ
シ
ア
の
木
材
輸
出
の
新
展
開
―
対
中
国
貿
易
を
中

　
心
に
―
」
︵
﹃
ス
ラ
ヴ
研
究
﹄N

o.56

、2009

︶

り
揃
え
を
施
し
、
完
成
品
五
〇
〇
〇
膳
を
ダ
ン
ボ
ー

ル
１
梱
包
と
す
る
。
製
品
は
日
本
の
外
食
産
業
の
消

耗
品
（
割
り
箸
、
紙
皿
・
紙
コ
ッ
プ
、
ナ
プ
キ
ン
、

包
装
資
材
な
ど
）
を
扱
う
日
本
の
流
通
卸
売
業
に
全

量
輸
出
し
、
日
本
で
は
「
ア
ス
ペ
ン
元
禄
箸
」
と
し

て
１
梱
包6
～7

,0
0
0

円
で
取
引
さ
れ
て
い
る
。

当
社
の
割
り
箸
は
、
最
終
的
に
西
日
本
全
域
の
牛
丼

チ
ェ
ー
ン
店
「
吉
野
屋
」「
ヤ
ナ
ギ
牛
丼
」
が
消
費

し
て
い
る
と
さ
れ
る
。

ロシア産割り箸半製品の選別作業

藍
宝
石
木
業
は
地
場
資
源
型
製
造
業
で
あ
る
。
黒

龍
江
省
を
中
心
と
す
る
東
北
地
域
の
木
材
資
源
を
原

材
料
と
し
、
日
本
へ
の
輸
出
適
地
の
大
連
で
加
工
し
、

製
品
の
全
て
を
日
本
市
場
に
輸
出
す
る
事
業
ス
タ
イ

ル
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
中
国
国
内
の
原
木
丸
太
の

安
定
確
保
が
難
し
く
な
り
、
原
材
料
の
調
達
先
を
極

東
ロ
シ
ア
に
シ
フ
ト
す
る
の
に
あ
わ
せ
て
、
延
辺
朝

鮮
族
自
治
州
に
生
産
工
場
を
進
出
す
る
。
こ
う
し
て
、

ロ
シ
ア
の
資
源
を
原
材
料
と
し
、中
国
で
仕
上
げ
加
工
・

生
産
し
、
日
本
市
場
に
輸
出
す
る
３
ヵ
国
を
跨
る
ビ

ジ
ネ
ス
を
構
築
し
て
い
る
。

大
連
に
立
地
し
て
い
た
日
本
の
同
業
他
社
の
多
く

は
、
中
国
の
地
場
資
源
の
調
達
が
難
し
く
な
る
と
極

東
ロ
シ
ア
に
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
ず
撤
退

し
た
。
日
本
の
消
費
市
場
を
巡
る
日
本
の
同
業
他
社

と
の
競
争
に
お
い
て
当
社
が
構
築
し
た
優
位
性
は
、

1）
極
東
ロ
シ
ア
の
地
場
資
源
の
調
達
ル
ー
ト
を
確
保

し
た
こ
と
、
2)
低
コ
ス
ト
大
量
生
産
体
制
を
維
持
し

た
こ
と
、
3)
日
本
の
消
費
市
場
へ
の
供
給
ル
ー
ト
を

維
持
し
た
こ
と
に
あ
る
。

藍
宝
石
木
業
の
事
業
は
、
割
り
箸
と
い
う
特
定
製
品

の
貿
易
に
お
い
て
「
ロ
シ
ア
の
資
源
」「
中
国
の
生
産
力
」

「
日
本
の
市
場
」
を
結
び
つ
け
、
中
国
の
中
小
企
業
が

国
際
中
堅
企
業
へ
の
成
長
を
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

当
社
の
今
後
の
成
長
発
展
の
課
題
は
、
日
本
さ
ら

に
中
国
や
韓
国
の
割
り
箸
市
場
へ
の
参
入
お
よ
び

木
製
品
製
造
へ
の
多
角
化
を
進
め
、
国
内
同
業
他
社

と
の
「
品
質
、
価
格
、
ス
ピ
ー
ド
」
の
差
別
化
を
図

る
こ
と
に
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

い
ず
れ
地
場
資
源
賦
在
地
域
の
極
東
ロ
シ
ア
へ
の
直

接
投
資
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

中
国
の
地
場
資
源
型
中
小
製
造
業
の
国
際
中
堅
企

業
へ
の
成
長
に
つ
い
み
て
き
た
。
翻
っ
て
、
日
本
の

地
場
資
源
型
中
小
製
造
業
の
成
長
発
展
の
方
向
は
ど

う
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
北
東
ア
ジ
ア
を
み
れ
ば
、

日
本
の
中
小
製
造
業
の
事
業
フ
ィ
ー
ル
ド
は
大
連
市

に
集
中
し
、
瀋
陽
市
ほ
か
遼
寧
省
内
に
徐
々
に
展
開

し
つ
つ
あ
る
状
況
で
あ
る
。
吉
林
省
、
黒
龍
江
省
で

は
日
本
の
中
小
製
造
業
の
存
在
は
薄
い
。
ま
し
て
や

極
東
ロ
シ
ア
で
の
日
本
企
業
の
活
動
は
微
弱
で
あ
る
。

地
場
資
源
が
豊
富
だ
が
人
口
が
希
薄
で
消
費
市
場

が
小
さ
な
極
東
ロ
シ
ア
、
人
口
と
消
費
市
場
が
豊
富

で
資
本
も
蓄
積
し
て
い
る
中
国
東
北
地
域
、
そ
し
て

地
場
資
源
が
不
足
の
な
か
で
高
品
質
を
要
求
す
る
市

場
が
成
立
し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
技
術
と
サ
ー
ビ
ス

を
蓄
積
し
て
き
た
日
本
の
そ
れ
ぞ
れ
の
要
求
は
合
致

す
る
部
分
が
あ
る
と
考
え
る
。
日
本
の
地
場
資
源
型

企
業
が
北
東
ア
ジ
ア
内
陸
地
域
を
事
業
フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
て
活
動
す
る
の
は
こ
れ
か
ら
な
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
と
き
、
日
本
の
地
場
資
源
型
中
小
製
造

業
は
中
国
と
極
東
ロ
シ
ア
の
企
業
と
の
事
業
連
携
を

求
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
極
東
ロ
シ

ア
の
地
場
資
源
を
活
用
す
る
た
め
に
は
、
中
国
企
業

と
の
事
業
連
携
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。
藍
宝
石

木
業
は
日
々
、
ロ
シ
ア
企
業
と
の
事
業
を
継
続
し
て

お
り
、中
国
東
北
地
域
に
は
数
多
く
の
「
藍
宝
石
木
業
」

が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
に
し
ざ
わ
ま
さ
き
・
ア
ジ
ア
研
究
所
教
授
）

　
今
後
の
日
・
中
・
ロ
ビ
ジ
ネ
ス

　
三
ヵ
国
を
誇
る
ビ
ジ
ネ
ス
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